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【学習到達目標】

 《多胡碑》などの石刻書風について，概括的に説明する

ことができる．

 万葉仮名が広く行われるようになった状況について，正

倉院文書等の当時の文字資料にもとづいて，概括的に説

明することができる．

 王羲之書法の受容の状況について，当時伝来した摸搨本

等により，具体的に説明することができる．



１．上代の金石文字資料

飛鳥時代から奈良時代にかけては，碑や墓誌など

の金石文字資料が，多数遺されている．

いずれも力感のある，素朴な楷書体で記されてい

ることが多く，石質の粗さなども相まって，一種

の柔らかさや穏やかさが感じられる．
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2．仏教文化と写経の盛行

仏教によって国を鎮めようと考えたことから，

東大寺大仏の鋳造や国分寺・国分尼寺の造立，

経典の普及や写経の書写などが盛んに行われた．

国家的な事業として，優秀な写経生らの手に

よって，天平写経が書写された．それらは，唐

風の端正な楷書体で書かれている．
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3．万葉仮名による日本語表記

万葉仮名による表記は，固有名詞から始まり，最

終的には文中の全音節をそれぞれ一字の万葉仮名

によって表記するようになった（一字一音表記）．

1つの音が複数の文字をもつ万葉仮名のシステム

は長く続き，現在の一字一音の平仮名になったの

は，明治33年（1900）に「小学校令施行規則」

が発令されてからである．
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4．王羲之書法の受容

《東大寺献物帳》には，王羲之の書が20件も列

挙されており，当時中国から王羲之の書の複製

が数多く流入していたことがわかる．

光明皇后が王羲之の書を臨書したとされる《楽

毅論》が伝来することから，王羲之の書が実際

に臨書され，愛好されていたらしいことが想像

できる．
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14

課 題

１．光明皇后《楽毅論》の書風について，当時に

おける王羲之書法の受容と関連づけて，考察

しなさい．
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